























































れた諸資料、 「立教中学校教務日誌」 （立教池袋中学校・高等学校 料室所蔵）
（11）、そして立教関係者（学院、大







れ、翌年に東京英語専修学校を開設した。この両専修学校は、立教尋常中学校の上級課程として位置づくものである。一八九八年には中学校令による立教尋常中学校が正式に認可されたが（翌年立教中学校に改称） 、その後、中学校以外の各専修学校が閉校になると、中学校卒業生を進学させるための 独自の高等 育機関の設立が志向された。そして一九〇七 専門学校令による立教大学を設立、一八年 は池袋に大学を移転し二二年に大学令に基づく大学に昇格することになった
（12）。
当時の立教は、大学と中学校の二校で構成されたが、
一九二〇年代 通して小学校の開設を志向する向きがあった。その一人が、立教大学校友会会長の杉浦貞二郎であった。杉浦は立教学校出身で り、 九二三 から立教大学学長事務取扱、三一年に 長とな 人物である。杉浦は、 「大学はあつての中 でありまた中学があつての大学で る。若し出来得ることなら、立教でも小学から大学ま の設備をすべきで、如此して初め 立教の教育が徹底し得べき〔も〕ので る」
（13）と述べている。
杉浦の真意は、 「中学 みの出身者でも立教 の発展を冀ひ、大学の出身者も中 の進歩を計らねばならぬ」という「全学院の校友」の「一致団結」
（14）にあったが、






公会の全国協議 で、日本の状況を調査した派遣レポートが提出された。派遣レポートでは 中学校が立教大学の校舎で授業を再開し 午前は中学校、午後と夕方は大学が使用している現状が伝えられた。また協議会では、復興計画として、 「立教中学校を立教大 近い場所に移転するとともに 教育課程のバランス 完成させるべく同じ場所に小学校を設けること、また大学に必要な装備を完備すること」が提案
（16）。この提案は、
立教中学校の池袋移転 加え、立教学院が構成する小校を新設するなど、大学までのキリスト教による「一貫教育」の形成を示唆するもの い る。事実、アメリカ聖公会の宣教師である立教首脳たち 、当時日本での小学校創設を志向していたことは確かである。その一人ウィリアムズ 後継者ジョン・マキムであった。
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一九二四年三月号の『スピリット・オブ・ミッション
















小学校を二校新設とあるが、結果的 その一つが立教小学校として具体化することはな った。立教学院 ては、大学と池袋に移転した中学校の復興が最優先であったため、小学校の創設まで考え 余裕はなかったのだろう。
−64−
この後、小学校創設の主体となったのが、立教高等女








れたが、その後、女子だけの小学校に変更された。その理由は史料上定かでは いが、立教女学院小学校の沿革史では、 「まず高等女学校 ための木造校舎を 〔一九二四年に〕建設し、 〔一九三〇年の〕鉄筋コンクリート造り
の新校舎建設後、その仮校舎を小学校校舎として利用したことから結局は女子だけの学校となった」
（23）と分析し
ている。そこには資金不足も作用したものと考えられるが、ともあれ、小学校の開校は決定し、一九三一年四月に「立教高等女学 附属尋常小学校」と て発足したのであった。なお、同年一一月号の『スピリット・オブ・ミッションズ』で、マキムは「近隣の家族 要望に応えて、彼らの幼い子供たち ために今年（一九三一年）ミッションで初めて小学校が設立され」たことを報告ている
（24）。
他方、立教大学では、大学に昇格して以降、学生数の

















院理事長の松崎半三郎が東京帝国大学総長の南原繁に人選を相談し、そこで南原が佐々木を推薦したことで、再び候補として浮上することになった。南原の打診に対し、佐々木は「私学の経験がないから、全く不適当と感じ」て何度か断りを入れたが、 は、 「大学は私立も官立もないんだ。新しい時代だから、僕もこうやっているんだ。一緒になって日本のために尽くそうじゃないか」と説得したという それでも佐々木は総長就任を固辞したが、後日、師 仰ぐ須貝止主教からの懇請により、やっと決心し引き受けることになっ
（29）。
佐々木は一九四六年六月、大学総長・工業理科専門学







昔よりもっと力強い学園になって、神と国とによりよく奉仕することである」と考えた。そこには、 「こん度の戦争を中心として、日本の基督教徒が深く反省しなければならぬことは、戦前戦中を通して我々が甚だ臆病であり弱くあったこと」との認識があった。つまり 佐々木は立教が「基督教の信仰が希薄になって居 」ことを問題視し、その反省に立って「もう一度立教の 育を、この信仰の上にシッカリ樹 することを求められて居る」と捉えたのであった
（32）。
そこで佐々木は、 「大学を新設して学生に出来るだけ
永く宗教々育を受ける道を開い 」元学院総理タッカーの理念を引き合いに出 「新に小学校を設け 六、三、 三、 四の全学制過程を一貫して宗 々育を施すことが、本筋ではないか」との「一貫教育」構想を立てるに至った
（33）。ちなみに、一九〇〇年代初頭の立教では、独











佐々木によれば、松崎の構想 は、 「一番初めの問題として、どうしても小学校を作らなければ らぬ、再建の第一歩だ。つまり小学校がないということは、立教 全体の一貫した精神がなくなるおそれがある」
（38）というも


































































だろうか。第一回は「学制改革委員会」と称し 七月二二日に開 れた。委員会 冒頭、理事長の松崎は「新学制対策委員会を組織し諸氏の協力を求める」とし、「個々の件に関しては小委員会を設け検討を願ふ」と述べた上で、 「一般では立教に大きな期待をかけて居るし、












画を推進し始めた。そして二五日の第一〇二回理事会で、 「立教小学校新設の件」が協議され、 「拡張計画中、先づ第一着手と て明年度より立教小学校を新設し、其の敷地として一応、過般本財団の所有となつた元第五小学校跡約弐千弐百坪を当 る件」が「満場一致の賛成を得て可決」された
（59）。次に、寄附行為の一部変更が議題


















































るやを提議し」た。前者は元教練場跡（現在の小学校敷地） 、後者は池袋 五国民学校跡（現在の五号館敷地）を指すが 協議の結果、 「第一案を最も理想的案と考へるとの意見」が多く、 「新築まで更に研究する事を申合」せた
（70）。
右記の懇談会での協議を経て、二七日の学院理事会で


























































































































は、条件として第一に「本校舎の建設を実施計画の通り実行すること」 、 二 豊島区長と連絡を密にし教育上遺憾のないようにすると共に就学事務については万全を期すること」が付されている
（83）。
ともあれ、立教小学校の設置が認可されたことによ




















































の頃になってきます 、アメリカとの交渉もうまくいくことが考えられなくてはいけ のです んな意味からも、有賀さんがいいだろうということ なったのです」
（100）と語っており、アメリカを意識した人選でも










































田中慎吾が設立事務の仕事を始めており、そ 間に校舎の建築や設計の相談も行っていた。また、田中きみは二月一日に辞令を受けたが、 「二月は殆んど仕事という仕事がなく、立教女学院の小 で、一週間の中 半分位行つて、これからの勉強の下準備」を進め、加えて先述の設立 務の手伝いも行ってい ようだ。三月 入ると、金子洋子と伊藤高清が時々出勤し 有賀を中心に開校の準備に本格的に取り かった
（113）。有賀は当初、 「学


























































言からも教育者としてシェーファーの確固たる理念をうかがうことができる。なお、田中きみは、シェーファーから「一人一人あなたピアノはどれくらいひけますか、歌はどれくらい 歌えますかということなど聞かれて大へんだと思った」 し、 「アメリカでは小 の先生というのは、そうい を全部でき ければだめなんだそうです」
（127）と回顧している。
そしてシェーファー以外にも、有賀の行動力、実行力















上給食 出すこととなり、調理室の設備 整える必要あった。仮校舎ということもあり、永久的なものは費用上難しかったが、衛生面を考慮し、地 室の小部屋をそれに充てることになった。だが、生徒用便所の側にあったため、調理室としては「不衛生であり お粗末なもので」あったようだ
（132）。
なお、給食は、主食はなくミルク・みそ汁、シ
チュー、煮付けなどであった。 『ＰＴＡ通信』第一号には、 「往々にして給食は、まづいという評判をききます」が、 「そうならないために学校ではできるだけの努力を致します」とある
（133）。この給食について伊藤高清は、
















































































い限り、すべての子供達は自然に歌ひ、その結果、外国の簡単な言葉を習ふのでありますが此のような新らし ものは幼ない者にとつては容易であるばかりでなく英語を正しい発音で話すのに利するところが大きいのであります。こうしておけば中学から高等学校の様 上級 学校に進んだ場合、幼い頃おほえた間違った発音をなおす為めに時間を空費すると云ふような事がなくてすむわけであります。立教小学校に於ける音楽は英語 教へていますが子供達の身辺にあるものを英語 あらわし、それが子供達に易々と云ひ得る迄繰返し〳〵教へる であります。こうして段々むづかしい語言葉を加 て参りますが、一年間は余りむづかしい は ません
（146）。
ブランスタッドは幼少期の英語教育として、 「正しい























二十四時間の生活を共にすることの出来る、唯一の場所」と捉え、 「寝食 している時、更により以上のその児童の持っている個性を学びとることが出来る」と認識していた。すなわち、有賀 とって「キャンピングは実に教育の実践場」であった
（151）。
六月五日、有賀は「東山荘におけるキャンピングの打
合せ」を行った。計画 概要は、次の通りである。四〇数名の児童を引率 、八月六日から九日までの日程で、静岡県の東山荘にてキャンプを行う。持参するものは、米一升、新聞紙二、 三枚、石鹸一個、タオル、着替え。同伴者は、有賀、伊藤、金子 常葉、河辺校医など。そして八月六日 東京を出発し、御殿場で降り そこからバスでキャンプ地東山荘に移動した
（152）。引率した伊藤
















































理事長の松崎、認可事務に奔走した森脇を中心とした教職員、そして小学校の基礎を創っていく有賀たちの存在なくしては立ち上がらなかっただろう。まさに小 校は、学院をあげて創設 た大事業とし 位置づけられるものであった。
では、そこで志向された立教学院の「一貫教育」のあ
り方とはど ようなもので のだろうか。それについては、佐々木が小学校の一〇周年を回顧する座談会で、次のような見解を示 いる。
小学校が上の学校の付属になってはいけないという考え方、それは非常に大事なことだと思うのですよ。立教の建学精神というものが小学校は小学校、
−86−














































有賀千代吉編 小 校十 （立教小学校・立教小学校
ＰＴＡ・立教小学校同窓会、一九五七年） 。













































































































一九七五年三月）四～五頁、同「立教学院の再建と小学校」 （前掲『十年史』 ）一～二頁、 「インタビュー
　
佐々木順三先生に聞く」 （ 『立




















































（38）­ 「座談会『十年を回顧して』 」 （前掲『十年史』 ）二二七頁。

















































（54）­ 「資料３〔学制改革に関する部長会の審議〕 ［一九四七～四九（昭和二二～二四）年］ 」 立教学院百二十五年史編纂委員会編『立教学院百二十五年史
　
資料編第二巻』学校法人立教学院、一九九八年）














































（69）­ 「立教学院理事及び学校側幹部懇談会記録」 （立教学院史資料セター所蔵 。なお、幹部懇談会は、毎月第二木曜日の午後に定期的に開催することが決定されている。
（70）­
同右。














（昭和二二～二四）年］ 」四 一頁。（77）­ 「教務日誌
　
四」一九四八年一月一二条。 「資料４〔立教小学校設置

















誌』立教小学校 二〇〇九年 三五、六九～七一頁。なお、伊藤は、復員後、 「職探しを始め」 、 「大学の時、お世話になったポール・ラッシュ先生のところ」にお願いに行ったことを回顧している（ 「元校長、伊藤高清 に聞く」同、五 頁） 。（82）­ 「教務日誌
　
四」一九四八年一月一六日条。














































































































































は、 四八年九月一日に教頭から主事に任命されたとあり（六頁） 、さらに同所収の「教職員入退一覧表」には、同年三月一日主事就任とある（一二頁） 。（146）­
前掲『ＰＴＡ通信』第二号。
（147）­
前掲「創立より今日まで」三三頁。
（148）­
前掲「元校長、伊藤高清先生に聞く」五七頁。
（149）­
前掲『ＰＴＡ通信』第一号。
（150）­
前掲「元校長、伊藤高清先生に聞く 五七
（151）­
前掲「創立より今日まで」四七～四八頁。
（152）­ 「主事日記」一九四八年六月五日・八月六日条、および「ＰＴＡ通信抜書」一九四八年八月一日条より引用。
（153）­
前掲「元校長、伊藤高清先生に聞く 五 頁。
（154）­
前掲「創立より今日まで」四八頁。
（155）­ 「主事日記」一九四八年八月七日条。なお、前掲『十年史』で、有賀は「キャンピングと秩父宮様」と題し、御殿場での児童たちと秩父宮夫妻の交流を詳述している（四七～五一頁） 。
（156）­
宮内庁書陵部宮内公文書館所蔵「旧皇族雑録」 、 「皇族御動静」な
ど。（157）­ 「主事日記」一九四八年五月九日・二一日条、一一月二七日条、一二月二五日条。
（158）­
同右日記、一九四八年一一月一日・二七日条。
（159）­
同右日記、一九四 年一月八日条。なお、 「教務日誌
　
五」には、
一九四九年 月一〇日条に「入学判定会」が開かれ、花房主事が出席したとの記録がある。（160）­
同右「主事日記」一九四 年一月 日・九日条。
（161）­
前掲「立教学院理事及び学校側幹部懇談会記録」
（162）­ 「主事日記」一九四八年四月一二日条。前掲「創立より今 まで」三六頁。
（163）­
同右日記、一九四八年九月二日・二〇日条、 九四九年三 三
一三日・一四日条。同右、三六～四〇頁。­（164）­
同右日記、一九四九年 月四日条。
­
（165）­
前掲「座談会『十年を回顧して』 」二三五～二三六頁。
­
（166）­
同右、二三六頁。
